子と をお いて 出かけた のでした。 

船 は 無事で 海の 上 を 走りました。 

母親 は ブェ— ノス アイ レスに つくと すぐに 夫の 兄弟 

にあた る 人の 世話で その 土地の 立派な 人の 家に 働く こ 

とに なりました。 

母親 は 月に 八十 リラず つ 〔# 「ずつ」 は 底本で は 「ブ 

フ匕 もうけ ましたが 自分 は 少しも 使わないで、 三月 ご 

とに たまった お金 を 故郷へ 送りました。 

父親 も 心の 正しい 人でした から 一 生 懸命に 働いて よ 

い 評判 をう ける ようになりました。 父親の ただ 一 つの 

なぐさめ は 母親が 早く かえ つ てく るの を ま つ ことで し 



ありま せんか。 一 べんそ こへ ゆき さえ すれば 〔# 「す 

れば」 は 底本で は 「すれ ぼ 匕 おじさんの 家 を さがします。 

もしも 見つから なか つたら 領事館 をたず ねて ゆき ま 

すご 

こういって 父親に せがみました。 父親 は マルコの 勇 

気にすつ かり 動かされて しまいました。 

父親 はこの こと を 自分の 知つ ている ある 汽船の 船長 

に 話しす ると 船長 はすつ かり 感心して アルゼンチンの 

国へ 行く 三等 切符 を 一 枚た だくれ ました。 

そこでい よいよ マルコ は 父親 も 承知して くれたので 

旅立つ ことにな りました。 父と 兄と はふく ろに マルコ 



こうして 二十 七日 間つ づきました。 しかしし まいに 

は凉 しいい い 日が つづきました。 マルコ は 一人のお じ 

いさんと 仲よ しにな りました。 それ は ロム バルディの 

人で、 ロサ ー リオの 町の 近くに 農夫 をして いる 息子 を 

たずねて アメリカへ ゆく 人でした。 

マルコ はこのお じいさんに すっかり 自分の 身の上 を 

話します と、 おじいさん は 大変 同情して、 

「大丈夫 だよ。 もう じきにお かあさんに あわれます 

よご 

と い いました。 

マルコ はこれ をき いてたい そう 心 を 丈夫に しました- 



えって いて、 それに は 大きな 字で 汽船の 出る 広告が 書 

い て ありました。 

マルコ は 新しい 街に くるた び 〔# 「たび」 は 底本で は 

「旅 匕 に、 それが 自分の さがして いる 街で はない のか 

と 思いました、 また 女の人に あうた びに もしゃ 自分の 

母親で ないか しらと 思いました。 

マルコ は 一生懸命に 歩きました。 と、 ある 十文字に 

なって いる 街へ 出ました。 マルコ は その かど を まがつ 

てみ ると、 それが 自分の たずねて いる ロス アル テス 街 

でありました。 おじさんの 店 は 一七 五番でした。 マル 

コは 夢中に なって かけ 出しました。 そして 小さな 組 糸 



と 答えて くれました。 

「ああ、 ありがとう、 奥さん」 

マルコ は 叫びました。 

「番地 を 教えて 下さいません か。 君、 僕と 一し よに 来 

て くれない？」 

マルコ は 熱心に いいました ので 少年 は、 

「では 行こう」 

といつ てす ぐに 出かけました。 

一 一人 はだ ま つ たま ま 長い 街 を 走る ように 歩きました _ 

街の はしまで ゆく と 小さい 白い 家の 入口に つき まし 

た。 そこに は 美しい 門が たって いました。 門の 中には 



若い 女の人 は マルコ を 見ながら いいました。 

「わたし は 知りません わ、 もしかすると わたしの 父が 

知っている かもしれ ません、 しばらく 待って いらつ 

しゃい ご 

しばらく すると その 父 はかえ つてき ました。 背の 高 

いひげ の 白い 紳士でした。 

紳士 は マルコに 

「お前のお かあさん はジェ ノア 人 〔# 「ジェ ノア 人」 は 

底本で は 「ジ エノ マ 人 匕 でしよう ご 

と 問いました。 

マル コ はそう です と 答えました。 



葡萄酒で ものんだ がよ い。 わした ちが 母親のと ころへ 

とどけて あげる から 心配 しないが よい ご 

こうい つ て その 男 は マルコの 肩 をた たき ふくろ を 下 

してやりました。 

マルコの うわさが 宿屋 中に ひろがる と 大勢の 人た ち 

が 急いで 出て きました、 口 ムバ ルディのお じいさん は 

マルコ のために 帽子 を 持って まわる とたち まち 四十 一 一 

リラのお 金が あつま リ ました 〔# 「あつま リ ました」 は 

底本で は 「あつ リまリ ました 匕。 

みんなの 者はコ ップに 葡萄酒 を ついで、 

「お前のお かあさんの 無事 を 祈る ご といっての みま 



んで つれていっても らいなさい。 何 か 手つ だいでも す 

る ことにして、 それが 一 番 よい 今す ぐに 行って ごらん 

なさい ご 

と い いました。 

マルコ はお 礼 をい いながら 〔# 「いいながら」 は 底本 

では 「いいなら が 匕 ふくろ を かつぎ 急いで 出かけ まし 

た。 しばらく ゆく とそ こに は大ぜ いの 男が 荷車に 穀物 

の ふくろ を つんで いました。 丈の 高い 口 ひげの ある 男 

が 長靴 を はいて 仕事の 指図 をして いました。 その 人が 

この 親方でした。 

マルコ は おそるおそる その 人の そばへ 行って 「自分 



親方 はまた じろ じろ と マルコ を 見てから、 今度 はい 

くら かや さしい 声で いいました。 

「おれたち はッ ー ク ー マンへ ゆく ので はない、 サン チ 

ャゴ という 別の 町へ ゆく の だよ。 だからお 前 をのせ て 

いっても 途中で 下りねば ならない し、 それに 下りて か 

らお 前 はずい ぶん 歩かなければ ならぬ ぞご 〔# 「ヒ は 

底本で は 欠落 U 

「ええ、 どんな 長い 旅で もいた します。 どんな こと を 

しましても ッ ー ク ー マン へ まいります からど うかのせ 

ていって 下さい ご 

マルコ はこうい つ てた のみました。 



けたので ッ ー ク ー マン 〔# 「ッ ー ク ー マン」 は 底本で は 

「シ ー ク ー マン 匕 へ ゆく 道と サン チヤ ゴ へ 行く 道との 分 

れる 所へ 来たから です。 親方 は マルコに 別れなければ 

ならない こと をい いました。 

親方 は 何かと 心配して 道の こと を 教えて くれたり 歩 

く 時に じゃまに ならない ように ふくろ を か つがせたり 

しました。 マルコ は 親方の 体に だきついて 別れの あい 

さつ をし ました。 

二 

マルコ は 青い 草の 道に 立 つ て 手 を あげながら 荷車の 

一隊 を 見送って いました。 荷車の 親方 も 人足た ち も 手 



した。 手術 をう けない うちに 死んで ゆく の だと あきら 

めて いるから でした。 医者 は それでも あきらめず にも 

う 一 度い つ てみ ました。 

けれども 女 は、 

「わたし はこの まま 安らかに 死んで ゆきとう ございま 

すご 

といい ました、 そして また 消えて ゆく ような 声で、 

「奥 さま、 わたし 〔# 「わたし」 は 底本で は 「わたく 匕 の 

荷物と、 この 少しば かりのお 金 を 家の 者に 送って やつ 

てくだ さい、 私 はこれ で 死んで ゆきます。 どうぞ 私の 

家へ 手紙 も 出して 下さい。 わたし は 子供 を 忘れる こと 



が 出来ません。 小さい 子の マルコ はどうして いるで 

しょう、 ああ マルコが …… 」 

と い いました。 

その 時、 主人 もい ませんで した。 奥さん は あわた だ 

しく かけて ゆきました。 しばらく すると 医者 は よろこ 

ばし い 顔 をして はいって きました。 主人 も 奥さん も は 

いってきました。 〔# 「。」 は 底本で は 欠落〕 そして 病人 

に、 いいました。 

「ジョ セハ、 うれしい こと をき かせて あげる よご 

「おどろい てはいけ ません ご 

女 はじ つ とその 声 をき いていました。 



奥さん は 

「お前が よろこぶ ことです よ、 お前の 大 そう 可愛が つ 

て いる 子に あう のです よご 

女 はきら きらす る 目で 奥さん を 見ました。 〔# 「。」 

は 底本で は 欠落 U そして ありったけの 力 を 出して 頭 を あ 

げ ました。 

その 時でした、 ぼろぼろの 服 をき て ほこり だらけに 

なった マルコが 入口に 立った のでした。 

女 はび つくりして 「あつ」 と 叫び声 を あげました。 

マルコ はかけ よりました。 母親 はやせた 細い 手 をの 

ばして マルコ を だきしめました。 そして 気ち がいの よ 



うに 「どうして ここへ 来たの ほんとうに お前な のか。 

本当に マルコ だね え、 ああ ほんとうに」 と 叫びました _ 

女 はすぐ に 医者の 方 をむ いてい い 出しました。 

「お 医者 様、 どうぞな おして 下さい。 早く 手術 をして 

下さい。 わたし は 早くよ くな りたいです。 どうぞお 医 

者 さま、 マルコに 見せないで ご 

マルコ は 主人に つれられて 部屋 を 出ました。 〔# 「。」 

は 底本で は 欠落〕 奥さん も 女た ち もい そいで 出て ゆき ま 

した。 

マルコ は 不思議で なりませんで したから、 

「おかあさん を どうす るので すか。」 



と 主人に たずねました。 

主人 はお かあさんが 病気 だ か ら 手術 を 受け るの だと 

い いました。 

と 不意に 女の 叫び声が 家中に ひびきました。 

マルコ はび つくりして 「おかあさんが 死んだ ご と 叫 

びました。 

医者 は 入口に 出て 来て 「おかあさん は 助かった、」 と 

い いました。 

マルコ はしば らく ぼんやりと 立って いました が、 や 

がて 医者の 足 許へ かけて いつ て 泣きながら、 

「お 医者 さま、 ありがとう ございます 〔# 「ございます」 
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